
平
成
二
十
二
年
二
月
一
日
提
出

質

問

第

六

四

号

政
治
資
金
規
正
法
違
反
容
疑
に
よ
る
現
職
国
会
議
員
の
逮
捕
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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政
治
資
金
規
正
法
違
反
容
疑
に
よ
る
現
職
国
会
議
員
の
逮
捕
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
一
六
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
石
川
議
員
の
容
疑
に
つ
き
、
「
御
指
摘
の
議
員
に
つ
い
て
は
、
小
沢
一
郎
衆
議
院
議
員
の
資
金

管
理
団
体
で
あ
る
陸
山
会
の
会
計
責
任
者
の
職
務
を
補
佐
し
て
い
た
者
で
あ
る
が
、
同
会
会
計
責
任
者
と
共
謀
の
上
、
平
成

十
七
年
三
月
、
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
陸
山
会
の
平
成
十
六
年
分
の
収
支
報
告
書
の
『
収
入
総
額
』
欄
に
、

収
入
総
額
を
四
億
円
過
少
に
、
『
支
出
総
額
』
欄
に
、
支
出
総
額
を
約
三
億
五
千
二
百
万
円
過
少
に
そ
れ
ぞ
れ
虚
偽
の
記
入

を
し
て
、
総
務
大
臣
に
提
出
し
た
旨
の
事
実
に
つ
い
て
逮
捕
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い

る
。
右
は
要
す
る
に
、
石
川
議
員
は
政
治
資
金
収
支
報
告
書
へ
の
虚
偽
記
載
容
疑
の
み
で
逮
捕
さ
れ
た
も
の
と
理
解
し
て
良

い
か
。

二

一
で
、
石
川
議
員
は
政
治
資
金
収
支
報
告
書
へ
の
虚
偽
記
載
容
疑
の
み
で
逮
捕
さ
れ
た
の
な
ら
、
石
川
議
員
と
同
様
に
、

虚
偽
記
載
容
疑
の
み
を
も
っ
て
、
現
職
の
国
会
議
員
が
逮
捕
さ
れ
た
事
例
は
過
去
に
あ
る
か
否
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

前
回
質
問
主
意
書
で
、
石
川
議
員
は
現
職
の
国
会
議
員
で
あ
り
、
ま
た
本
年
一
月
十
三
日
、
東
京
地
検
に
よ
る
強
制
捜
索

を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
逃
亡
の
恐
れ
も
罪
証
隠
滅
の
恐
れ
も
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
逮
捕
許
諾
請
求
が
必
要
と
な
る

一



国
会
会
期
を
目
前
に
し
て
逮
捕
す
る
の
は
あ
ま
り
に
も
不
自
然
で
は
な
い
か
、
ま
た
同
議
員
は
逮
捕
さ
れ
た
日
の
翌
十
六
日

の
午
後
一
時
か
ら
、
東
京
地
検
特
捜
部
の
聴
取
に
応
じ
る
こ
と
を
同
特
捜
部
に
約
束
し
て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
前

日
の
十
五
日
に
逮
捕
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
か
、
更
に
、
同
議
員
が
逮
捕
さ
れ
た
一
月
十
五
日
の
夜
、
東

京
地
検
の
谷
川
恒
太
次
席
検
事
と
佐
久
間
達
哉
特
捜
部
長
が
記
者
会
見
を
し
、
同
議
員
の
逮
捕
に
踏
み
切
っ
た
理
由
に
つ
い

て
佐
久
間
部
長
が
、
「
証
拠
隠
滅
の
恐
れ
が
顕
著
だ
っ
た
」
と
強
調
し
、
更
に
「
供
述
の
中
身
、
供
述
時
の
言
動
を
含
め
た

証
拠
全
体
か
ら
判
断
し
て
、
今
日
逮
捕
す
る
緊
急
性
、
必
要
性
が
あ
っ
た
」
と
説
明
し
た
上
で
、
「
自
殺
の
可
能
性
が
あ
っ

た
の
か
」
と
の
問
い
に
対
し
て
は
、
「
否
定
は
し
な
い
」
と
述
べ
、
同
議
員
が
自
殺
す
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
こ
と
を
認

め
て
い
る
が
、
同
議
員
が
精
神
的
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
た
そ
の
そ
も
そ
も
の
原
因
は
、
同
特
捜
部
に
よ
る
執
拗
な
出
頭
の

要
請
、
そ
し
て
脅
し
と
も
と
れ
る
強
圧
的
な
聴
取
に
こ
そ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
、
特
に
千
葉
景
子
法

務
大
臣
の
見
解
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
検
察
当
局
に
お
い
て
は
、
法
令
に
基
づ
い
て
、
適
切
に
対
処

し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
の
答
弁
を
起
案
し
、
作
成
し
た
者
の
官
職
氏
名
を
全
て

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

千
葉
大
臣
は
、
当
方
の
質
問
に
き
ち
ん
と
目
を
通
し
、
理
解
し
た
上
で
、
自
身
の
考
え
を
も
っ
て
三
の
答
弁
を
し
て
い
る

二



か
。

五

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
千
葉
法
務
大
臣
は
、
法
務
当
局
か
ら
、
御
指
摘
の
議
員
を
逮
捕
す
る
こ
と
に
つ
き
、
逮
捕
の

直
前
に
、
逮
捕
に
係
る
事
実
と
と
も
に
、
逮
捕
す
る
方
針
に
つ
い
て
、
報
告
を
受
け
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い

る
。
で
は
東
京
地
検
特
捜
部
が
石
川
議
員
の
逮
捕
に
踏
み
切
る
以
前
、
千
葉
大
臣
が
同
特
捜
部
よ
り
報
告
を
受
け
た
正
確
な

時
刻
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

五
の
報
告
に
関
す
る
文
書
は
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。

七

五
の
報
告
を
、
千
葉
大
臣
は
誰
に
よ
り
ど
こ
で
、
ど
の
様
な
方
法
で
受
け
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

八

五
の
報
告
を
受
け
た
際
、
千
葉
大
臣
と
し
て
、
報
告
を
し
て
き
た
者
ま
た
は
東
京
地
検
特
捜
部
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
指

示
を
下
し
て
い
る
か
。

九

八
で
、
下
し
て
い
る
の
な
ら
、
千
葉
大
臣
と
し
て
ど
の
様
な
指
示
を
下
し
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

十

今
回
の
石
川
議
員
の
逮
捕
に
関
し
て
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
検
察
当
局
に
お
い
て
は
、
法
令
に
基
づ
い
て
、
適
切
に

対
処
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
千
葉
大
臣
と
し
て
、
今
回
の
同
議
員
の
逮
捕
が

適
切
と
考
え
る
根
拠
は
何
で
あ
る
の
か
、
具
体
的
な
説
明
を
求
め
る
。

三



右
質
問
す
る
。

四


